
�

第23回

ウマと人間のかかわりの歴史
2001 年 4 月 21 日

現在ではウマと聞けば、すぐに競走馬のことを連想しようが、ウマほど人間の歴史に深くかかわって

きた家畜はなかろう。ことに、いわゆる文明が興ったあと、古代から近世にいたる諸帝国の盛衰の歴史

は、動物兵器としてのウマの存在を語らずして、たっぷりと具体性を盛りこんで物語るのは難しいほど

である。それは広く古代のアジア、狭くは日本の歴史でも同様である。

まずは、歴史考古学の方面から川又正智氏（国士舘大学教養部）が「古代アジア、馬利用の歴史」と

いうテーマで、家畜としてのウマの歴史、人間の歴史にウマがとりこまれていくさまざまなプロセス、

人間とウマが不可分な関係となっていった背景などについて、広角的に概説した。

つぎに、集団遺伝学の観点から川本芳氏（京都大学霊長類研究所）が「日本馬の遺伝的特質」というテー

マで、みずからのグループで解析した実際のデータ類を示しながら、日本在来馬の遺伝的多様性、東ア

ジアの家畜馬のなかでの日本馬の遺伝的特質、さらには日本在来馬の系譜関係などについて論じた。

この両氏の話題提供につづいて、本郷一美氏（京都大学霊長類研究所）が「馬の家畜化ストーリー」

というテーマで中近東の遺跡で出土する家畜化初期のウマについて、松井章氏（奈良文化財研究所）が「最

古の日本馬の年代」ということで古代日本の馬骨の年代測定に関する最新の知見について、さらに筆者

が「今も昔も馬と人」というテーマで野生化したポリネシアの馬を紹介するかたちでコメントした。

総合討論の司会は筆者がつとめた。非常に広い範囲に話題がまたがったこと、専門的な用語に関する

質問が多かったこと、時間も十分ではなかったことなどのため、あえて収束にむかうような討論はさけ

て、個別的な質問の類で終わらざるをえなかった。

この例会によって、あらためて、いかに馬が家畜のなかで特異的であるか、いかに大事に古来より人

間が馬文化のようなものを育ててきたかが浮き彫りにされた。
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